
河内長野市 総務部 資産活用課 



 １．市庁舎ＥＳＣＯ事業 

  ・対象 市庁舎  

  ・公募 令和元年度 

  ・事業年度 令和２年度～令和５年度 

 

 ２．市有施設ＥＳＣＯ事業 

  ・対象 文化会館、市民総合体育館 他 計１２施設 

  ・公募 令和３年度 

  ・事業年度 令和４年度～令和７年度 



 市庁舎の空調熱源の冷温水発生機が設置から３０年
以上経過しており、更新が喫緊の課題となっていた。 

 

 

 通常の更新手法（設計・工事発注）で更新を検討。 

 

 

 更新費用を圧縮できないか？ 



 民間事業者のノウハウやマンパワーが活用できるだ
けでなく補助金の獲得も期待でき、さらには省エネに
寄与する提案も受けることができるＥＳＣＯ事業での
実施を検討することに。 

 

 

 省エネ効果を高めるために照明器具のＬＥＤ化も含め
て事業化することとなった。 



 １．名称   河内長野市庁舎 

 ２．構造  （本館）SRC   （別館）S造 

 ３．階数 

    （本館）地上８階地下２階 （別館）地上２階 

 ４．面積 

    （本館）1５,５５1㎡ （別館）１,０９７㎡ 

 ５．建設   昭和６３年 
 

 





 事業の名称 
 「河内長野市庁舎ESCO事業」 

 
 契約方式 

 「ギャランティード・セイビングス契約」 
 

 事業内容 
  対象施設全体で省エネルギー率14％以上とＣＯ２削 
  減率をなるべく高く実現させる包括的エネルギーサー  
  ビスの提供 

 
 
 
 



 

 サービス内容 

  ・省エネルギー改修設備等の設計・施工・監理 

  ・設備の維持管理、省エネルギー効果の計測・検証 

 

 限度額 

  2.18億円（設計費・工事費・監理費・ESCOサービス料 

  （事業期間3年間）を含む。消費税及び地方消費税率 

  10％込み） 

 

 必須更新改修設備 

  ・熱源機器等の高効率化（ガス方式に限る。） 

  ・照明器具の高効率ＬＥＤ化 

 



 平成３１年・令和元年度 

   ４月２４・２５日  現地調査会実施。８事業者が参加 

              （７事業者よりアンケート回答） 

   ７月１１日  ＥＳＣＯ事業者選定補助業務委託 

   ９月２６日  河内長野市ＥＳＣＯ事業者 

           選定審査会設置条例 

  １０月１８日  第１回ＥＳＣＯ審査会 

  １０月２５日  募集要項の公示、配布 

  １１月２７・２８日 ウォークスルー調査 

   ２月１０日   第２回ＥＳＣＯ審査会 

   ２月１７日   結果公表 

   ３月１２日   ＥＳＣＯ事業者 現地詳細調査 



 令和２年度 

  ６月２２日  補助金申請 

    （エネルギー使用合理化等事業者支援事業） 

  ８月２８日  補助金採択通知 

  ９月２５日  ＥＳＣＯ事業者と契約締結 

 １０月 １日  工事開始 

  １月１５日  工事完了 

 



 削減効果 

 補助金メニュー 

 補助金活用後の事業費 

 設備改修内容 



 光熱水費は事業前比で25.9%削減 1,100万円/年の削減。 

 二酸化炭素削減は事業前比で32.2%削減 202ｔ-CO2/

年の削減。 

 ブナの木約19,600本が年間に吸収する二酸化炭素に相当

し、森林面積に置換えると、甲子園球場約40個分相当。 

  

甲子園 約40個分 



 



ESCO工事費 

209,000千円の内 

86,000千円の 

補助金獲得を見込む 

実質123,000千円 

で事業化を予定 



 熱源機器更新 

 照明ＬＥＤ化 

 受電設備トランス更新 

 節水栓導入 

 ＢＥＭＳ装置導入 



②議場系統 

③１Ｆロビー系統 
（電源自立型ＧＨＰ） 

 熱源機器分割によるリスク分散型最適運転システムへの更新 

①新メイン系統 



 

INV付 

INV付 

INV付 

INV付 

ＣＯＰ成績係数は 

既設1.01 ⇒ 新設1.30 と 

約130％UP。 
※定格比較、経年劣化含まず。 

冷温水1次ポンプ 
冷却水ポンプ 

冷温水2次ポンプ 
INV付モーターに更新 











空冷式なので 
冷却塔、冷却水管理

不要 

GHPチラー 
イメージ 

②議場系統：空冷式GHPチラー４台分離熱源で効率的な運用 





















 最新式高効率 

  インバータ装置導入  
 (空調機20系統、ファンモーター40台) 

 
 ＢＥＭＳ装置(自動制御）の信号による 

    インバータ制御 搬送動力削減 





 事業費 

（設計・施工・監理サービス） 

 ２０９，０００，０００円（令和２年度） 

（定期点検・計測検証サービス）  

 ２，９４８，０００円／年（令和３～５年度） 

計 ２１７，８４４，０００円 

 

 補助金 

 ４7，０２２，４２６円 

 

 



 更新設備 

 ①熱源機器  

   ガス吸収式冷温水機 ２台 

   冷却塔 ２台  冷却水処理装置 ２台 

   ＧＨＰチラー ４台 ＧＨＰエアコン １台 

   冷温水ポンプ １０台 ポンプインバータ ３台 

 ②照明 ３，９９３台 

 ③受電トランス ６台 

 ④節水栓 大便器 ４６台  小便器 ２９台 

 ⑤ＢＥＭＳ装置 一式 

   空調機インバータ ２０組（４０台） 

   空調温度設定機  ２０組（４０台） 



 事業の効果 

 通常工事を行った場合の予定事業費 

 ２．１８億円に対して 

 ２１７，８４４，０００円（令和２年度～５年度） 

 の限度額いっぱいとなったものの 

 補助金   ４7，０２２，４２６円 

 提案による追加設備更新 

       約３０，０００，０００円 

 により約７７，０００，０００円の効果があったものと 

 考えています。 



 補正前ベースライン(電気・ガス・水道) 

  ３８，５６７，１１０円/年 
 （契約時のベースラインは2016年度～2018年度の3年間の平均値） 

 

 予定支払額 約２７，０００，０００円/年 

 実支払額   約３９，０００，０００円/年 

 

 補正後ベースライン(電気・ガス・水道) 

  ５０，５６８，３２２円/年 
 （ＥＳＣＯ事業を実施しなかった場合の想定額） 



No. 施設名 所在地 階数 
延床面積 

（㎡） 
建設年度 

1 文化会館 
西代町12-
46 

地上3F 
地下1F  

11,037.16 平成4年 

2 市民交流センター 昭栄町888 
地上5F 
地下2F 

16,400.58 平成14年 

3 市民総合体育館 大師町25-1 地上2F 4,669.55 昭和53年 

4 福祉センター 
大師町26-
1 

地上2F 2,055.92 昭和50年 

5 都市公園灯 市内一円 ― 500基 ― 

6 
寺ケ池公園管理事
務所 

小山田町
675-4 

地上2F 524.82 平成5年 



No. 施設名 所在地 階数 
延床面積 

（㎡） 
建設年度 

７ 
小山田コミュニティ
センター 小山田町

1824-4 
地上2F 

996.30 

平成12年 

8 
小山田地域福祉
センター 

468.84 

9 
清見台コミュニティ
センター 清見台4-

18-2 
地上1F 

547.90 

平成16年 

10 
清見台地域福祉
センター 

321.78 

11 
日野コミュニティセ
ンター 

日野972 地上1F 995.22 平成16年 

12 
フォレスト三日市
（市区分所有分） 

三日市町
32-1  

対象：1～
3F（区分所
有建物） 

2,383.21 平成17年 



 事業の名称 

  「河内長野市有施設ESCO事業」 

 

 契約方式 

  「ギャランティード・セイビングス契約」 

 

 事業内容 

   対象施設全体で省エネルギー率1０％以上とＣＯ２削 

   減率をなるべく高く実現させる包括的エネルギーサー  

   ビスの提供 

 



 

 サービス内容 

  ・省エネルギー改修設備等の設計・施工・監理 

  ・設備の維持管理、省エネルギー効果の計測・検証 
 

 限度額 

  初期投資費用７.７億円（設計費・工事費・監理費等） 

  ESCOサービス料  １３，０００千円（年額） 

  （事業期間3年間） 

  （いずれも消費税及び地方消費税率10％込み） 
 

 主な必須更新改修設備 

  ・熱源機器等の高効率化（ガス方式のものはガス方式） 

  ・照明器具の高効率ＬＥＤ化 
 



 令和３年度 

   ６月 １日  ＥＳＣＯ事業者選定補助業務委託 

   ８月３１日  第１回ＥＳＣＯ審査会 

   ９月１０日  募集要項の公示、配布 

  １０月１１日  ウォークスルー調査 

    ～１９日  

   １月２４日  第２回ＥＳＣＯ審査会 

   ２月 ４日  結果公表 

    



 令和４年度 

  ６月２４日  補助金申請 

    （先進的省エネルギー投資促 進支援事業費補助金） 

  ７月２２日  交付金応募 

（地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策加速化事業）） 

  ８月３１日  補助金採択通知 

  ９月２２日  交付金内示 

  ９月３０日  ＥＳＣＯ事業者と契約締結 

 １０月 ３日  工事開始 

   



 提案内容（改修項目、省エネ率等） 

 補助金について 



No. 施設名 改修項目  省エネ率 CO2削減率 

1 
文化会館 

（ラブリーホール） 

 
・空調熱源機器等の高効率化（ガス方式による改修に限る） 
・個別空調設備の高効率化、新設  
・空調機の変風量制御  
・照明器具の高効率ＬＥＤ化  
・受変電設備の更新  
・空調用自動制御機器の更新  
・中央監視盤の新設  
・ＢＥＭＳ導入   

40％ 38.9％ 

2 
市民交流センター 
（キックス） 

 
・個別空調設備の新設  
・照明器具の高効率ＬＥＤ化  
・駐車場換気ファンの風量制御  
・ＢＥＭＳ導入  
・室内温度環境の改善   

20％ 18.0％ 

3 市民総合体育館 
・個別空調設備の高効率化（ガス方式による改修に限る） 
・照明器具の高効率ＬＥＤ化 
・受変電設備の更新  

35％ 34.2％ 

4 
福祉センター 
（錦渓苑） 

  
・給湯熱源機器等の高効率化（ガス方式による改修に限る）  
・個別空調設備の高効率化  
・照明器具の高効率ＬＥＤ化  
・昇降機設備の更新   

25％ 22.9％ 

5 都市公園灯 ・照明器具の高効率ＬＥＤ化 74％ 74.0％ 



No. 施設名 改修項目  省エネ率 CO2削減率 

6 寺ヶ池公園管理事務所 
 
・個別空調設備の高効率化  
・照明器具の高効率ＬＥＤ化  

43％ 42.8％ 

７  小山田コミュニティセンター 
・空調熱源機器等の高効率化（ガス方式による改修
に限る）  
・個別空調設備の高効率化（夜間も運転可能とす
る）  
・照明器具の高効率ＬＥＤ化  
・ソーラーカーポート＋V2X 

49％ 43.8％ 

8 
小山田地域福祉センター 
（キタバあやたホール） 

24％ 19.8％ 

9 清見台コミュニティセンター 
 
・個別空調設備の高効率化（ガス方式による改修に
限る）  
・照明器具の高効率ＬＥＤ化  
・ソーラーカーポート＋V2X 

41％ 33.4％ 

10 清見台地域福祉センター 15％ 14.5％ 

11 
日野コミュニティセンター 

（みのでホール） 

・個別空調設備の高効率化（ガス方式による改修に限
る） 
・照明器具の高効率ＬＥＤ化 
・ソーラーカーポート＋V2X 

71％ 63.3％ 

12 フォレスト三日市 

・給湯熱源機器等の高効率化（ガス方式による改修に限
る） 
・個別空調設備の高効率化 
・照明器具の高効率ＬＥＤ化 
・給湯熱源廻り配管の劣化部分の更新 
・プール給水量及びオーバーフロー量の計測 

10％ 11.5％ 

31％ 29.3％ 全施設 合計 
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項目 提案値 

省エネルギー率 31％ 

CO2削減率 29.3％ 

初期投資費用 769,978千円 

ESCOサービス料 [年間] 12,100千円 

補助予定額 46,808千円 

補助金を見込んだ総事業費 759,470千円 

補助金を見込まない総事業費 806,278千円 

光熱水費削減予定額 [年間] 34,059千円 

光熱水費削減保証額 [年間] 30,646千円 

［税込］ 

 事業総括 
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概要 空調熱源の更新 

ガス吸収式冷温水機を高効率なGHPチラーへ更新 ポイント 

 熱源の最適化 

対象施設 1.文化会館、7.小山田コミュニティセンター 

ガス吸収式冷温水機 冷却塔 GHPチラー 

既存設備 更新設備 

 ➀ガス吸収式よりもGHPチラーの方が省エネ・省CO2 
 
 ②施設運営への影響を最小限に留めることが可能 

 GHPチラーを選定した理由 



49 

➀ガス吸収式よりもGHPチラーの方が省エネ・省CO2 

 機器を細分化し、最適な台数制御を実施 
機器効率UP 

ユニットの負荷が平準化されるようローテーション運転を行います。 
これにより、機器の故障率が軽減され長寿命化に期待できます。 

ガス吸収式冷温水機 GHPチラー 

②施設運営への影響を最小限に留めることが可能 

 １台が故障した場合でも、他の機器が能力不足をカバーしリスク軽減 

約14％損失 50％損失 

 ローテーション運転により、機器の長寿命化 

ローリスク 
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概要 給湯熱源機器等の高効率化 

「ヒーター」を「ヒーター＋50号給湯器」へ機器構成を変更（給湯器は福祉センターのみ） ポイント 

 省エネ効果UP＋故障率低減の機器構成へ 

対象施設 4.福祉センター、12.フォレスト三日市 

温水ヒーター 

既存設備 更新設備 

給湯器 
（福祉センターのみ） 

×8 

 給湯器のメリット 

➀ローテーション運転 
  ☞ 機器の長寿命化と故障率の低減 
 
②バックアップ運転 
  ☞ 各機器が連結しているため、万が一の故障時でも 
    他の機器でカバーし、湯切れを防ぐ 
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概要 ソーラーカーポート＋V2Xの導入 

再エネ導入 ＋ BCP対策 ポイント 

 再エネの導入 

対象施設 7.小山田ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、9.清見台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、11.日野ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

 敷地内の駐車場にソーラーカーポートを導入 

令和元年度 河内長野市環境報告書より 
『公共施設や防災拠点等への太陽光発電設備の導入を進める』 

しかし 

公共施設の屋根上に設置する場合、スペースや構造計算等の問題が生じる 

課題 

そこで 

敷地内の駐車場を有効活用（ソーラーカーポートを導入）することで、 
再エネを導入することが可能 

解決策 
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2,068 

1,462 

更新前 更新後 

CO2削減量[ton-CO2/年] 

更新前 更新後 

一次エネルギー消費量[GJ/年] 

概要 一次エネルギー消費量、CO2排出量の削減効果（全施設 合計） 

環境に配慮した施設運営を実現 ポイント 

52,952 

36,490 

約31％削減 約29.3％削減 



53 補助金について 

［税込］ 

項目 提案値 

省エネルギー率 31％ 

CO2削減率 29.3％ 

初期投資費用 769,978千円 

ESCOサービス料 12,100千円/年 

補助予定額 46,808千円 

補助金を見込んだ総事業費 759,470千円 

補助金を見込まない総事業費 806,278千円 

光熱水費削減予定額 34,059千円/年 

光熱水費削減保証額 30,646千円/年 
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 採択確度を高める取組み 

＜採択のポイント＞ 

 高効率モデル機器の採用 

 ・本補助金の採択基準が「計画省エネ率・省エネルギー量」 

   ☞ 同機種でも省エネ効果が少しでも高い機器（メーカー）選定 

    

概要 補助金の活用 

２つの補助金を申請 ポイント 

 補助事業名…先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金（旧 エネ合） 
       （C）指定設備導入事業 
 
 補 助 率…設備ごとに定められた定額補助 

 
 補助見込額… 41,878千円 

 補助金の概要 
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概要 補助金の活用 

２つの補助金を申請 ポイント 

 補助金の概要 

 補助事業名…二酸化炭素排出抑制対策事業費補助金 
             PPA活用など再エネ価格低減等を通じた地域の 
             再エネ主力化・レジリエンス強化促進事業 

 
 補 助 率…補助対象経費の３分の１ 

 
 補助見込額… 4,930千円 

 採択確度を高める取組み 

＜採択のポイント＞ 

 ➀指定避難所であることをアピール 

   ☞ 災害時でも施設が稼働することは加点見込み 

 ②V2Xを合わせて導入 

   ☞ 災害時に太陽光発電電力が活用できるようになるため、加点見込み   



 ◎補助金 

 先進的省エネルギー投資促進支援事業費補助金 

 交付申請額 ２４，４０３，７００円（７施設） 

 交付決定額  ９，１０１，２００円（２施設） 

 

 ◎交付金 

 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金（重点対策加
速化事業） 

 交付決定額 ６０，７５０，０００円 



     

 

 

     ご清聴ありがとうございました。 


